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法政大学デザイン工学研究科建築学専攻修士課程 
  What is today Architectural Theory? In 1960s, the mass production era Christopher Alexander 
showed the Pattern Language as the opposition to the building construction in capitalism. 
Re-tracing all of his thesis,I suggest the active Patterns in today 
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1. クリストファー・アレグザンダーとは
(1) 研究の目的と背景
現在の日本では経済成長の限界、少子高齢化、核家族
の解体、もう少し広い視野で見ると地球上における資源
の有限性など新たな社会ビジョンを求める転換期にあ
る。そして当然ながらこの転換期の社会に対応したハー
ドウェアが必要となるが、まだこれは発明されてはいな
い。よってこの論文ではこのハードウェアとしての建築
を、または人が集合する手がかりを、民主主義のための
都市・建築を模索し続けている建築家クリストファー・
アレグザンダーの論考を再読し、彼の建築理論の何が現
在でも用いることができるのか、あるいはなにが不足し
ているのかを分析し編集することによって、これからの
東京における人々の暮らしに寄り添う都市・建築のあり
方を分析し、提案することを目的とする。 
 手法としては彼の理論の思想的背景を考察しながら、
今でも使える彼の理論はなんなのかをクリアにしてい
く。また彼の活動が始まった 1960年代とは時代も場所も
異なり、当然その違いにより建築や都市の考え方は変化 
する。その変化、具体的には市場経済や家族形態などの
社会性の変化とアメリカから東京へという場所性の変化
という 2つをフィルターとして考え、最初に分析したア
レグザンダーの有効な理論をそのフィルターにかけ、そ
の理論を現代用に更新していく。 
図 1 具体的なパタンを導く方法論 
(2) 著作の内容とその思想的背景
a) 1963年 コミュニティーとプライバシー
アレグザンダーは大量生産大量消費を理念とする社会
の到来に対してそれらに対応した都市や建築のイデオロ
ギーが皆無なことを危惧して、車社会と騒音機器による
音の問題から人々のプライバシーを守りつつ、コミュニ
ティーの形成を促すといった相反する 2つの性質を成り
立たせる方法論を提案した。具体的にはコンピュータを
用いて、設計の際に要求される膨大な与条件を関連する
ものごとにグルーピングし、それを平面形態へと置き換
えた。また個人のプライバシー空間と不特定多数のコミ
ュニティ空間を接続するためのロックという手法を提案
した。 
 
 
 
 図 2 『コミュニティとプライバシ』で示されたダイア
グラム 
 
b) 1964年 形の合成に関するノート 
 アレグザンダーはデザイン行為を要求されたコンテク
ストに、形態を与えることだと説明する。またあらゆる
与条件や言語というものはもっている情報が多く、常に
必要なものだけで構成されているとは限らないため、彼
は前の著作で推し進めた方法論を徹底し、与条件を可能
な限りまで分解し、情報を最小限の単位にしてからグル
ーピングをするという方法をとった。それがプログラム
とダイアグラムと彼が呼んでいる手法である。
 
 
図 3 分解と合成のダイアグラム 
 
c)1965年 都市はツリーではない 
 アレグザンダーは時間をかけて自然発生的にうまれた
都市とモダニストの作り上げる都市の違いをセミラチス
とツリーという構造の違いで説明し、後者を否定する。
つまり『ノート』での自身の方法論をも否定したのであ
る。また同時にコンテクストに対応する型、つまりパタ
ンは自立させれば様々な次元で重なることに彼は気付い
た。 
d)1970年 人間都市 
 これは次の著作パタン・ランゲージ三部作で提示する
パタンをヴィジュアルで示したものである。元々アレグ
ザンダーの思想には、高度に専門化されたデザイン行為
を市民に公開 し、民主的な手続きによって市民に開く
ことが根底にあり、専門的な図面ではなくわかりやすい
スケッチによってパタンを表現するということはアレグ
ザンダーの手法には非常に重要なことである。 
 
 
 
図 4 アレグザンダーの民主主義手続き 
 
e)1977年 パタン・ランゲージとタイムレスウェイ 
 アレグザンダーは長年の観察と研究を通して、繰り返
し現れる型があることに気付いた。それを普遍的なパタ
ンとして 253つにまとめたものが『パタン・ランゲー
ジ』である。基本的にコンテクストとそれに対応した型
というものを徹底・進化させ、それまで形式的で具体性
のなかった型に言語による説明を記述したことにより、
コンテクスト→型のプロセスに仮定の解を与えた。また
『ノート』ではコンピュータを用いたことにより、単純
なツリー構造へとシステムが還元されていたが、この
『パタン・ランゲージ』ではあくまで繰り返し現れる型
を人間が採取してまとめたものなので、コンピュータは
使用しておらず、形式的手続きから脱却しており構造が
曖昧で、様々な解釈が可能なのでツリー構造にはなりに
くい。ツリーでは型と型の結びつきの構造が強固すぎ
た。パタンを言語として辞書のように扱ったものが『パ
タン・ランゲージ』であり『時を超えた建設の道』はそ
の言葉の組み合わせ方を示した文法書のようなものであ
る。心理学に基づき人が要求するニーズに対して、その
要求を埋める幾何学的構造としてパタンが位置付けられ
ている。 
(3) アレグザンダーの理論の有効性 
アレグザンダーは数学者としての側面をもっていたた
め、それまでのモダニズムの建築家とは異なり、科学的
に建築をデザインしようとした。そして彼は心理学を学
び、人の行動をも科学的に導き出し、人の行動の普遍的
原理とその行動を支える形態としてのパタンを記述し
た。だが人間は多種多様であり、ある条件下においてと
る行動も各人において異なる。ボトムアップの視点でみ
ると人それぞれ違いある。市民に開かれた手法としてパ
タン・ランゲージを提案していたが、彼の理論は科学的
であるがゆえに、この点をみおとしていた。だがすべて
の人に適した形態としてのパタンを記述することは不可
能に近いため、市民が議論しながらそのパタンを書き換
えられる開かれたテクストとして、人間都市で示された
ヴィジュアルの価値を再考する必要がある。 
 また彼はコンピュータという当時最先端のテクノロジ
ーを使用してはいたが、統括的にみると現実社会の構造
を下地にするのではなく、当時の社会の在り方そのもの
を否定したうえに、建築を成り立たせようとした。建築
家は科学者にはなれないが、彼は分業体制社会そのもの
を否定し、近年出版された「生命の現象」では現在の社
会を構築してある機械論的自然観を打ち破ろうとしてい
る。 
 だが建築は接地性をもった工学的芸術であり、社会と
連動することでしかなりたたない。どこかでこの社会を
一旦受け入れたうえで新しい建築の姿を導き出す必要が
あるが、アレグザンダーにはその態度が欠けていたと考
えられる。 
 しかしこの欠落を抜いて考えると、彼の部分から形を
作り出そうという態度や専門家と市民をつなぐ彼の手法
は今でも学ぶべき視点であり、わかりやすいビジュアル
でパタンを表現した著作『人間都市』は現在の建築家も
学ぶべき手法であろう。 
 
 
 
図 5 アレグザンダーの民主的な手続きの欠落 
 
3 章 フィルター1 社会情勢の変化 
(1) 市場原理の変化 
資本主義の始まりは諸説あるが、この論文では 12世紀
の利子という概念の導入をその始まりとする。 
15から 16世紀の大航海時代では世界のヘゲモニーがス
ペインからイギリスへ移り、海というそれとは異なるフ
ィールドを開拓することで,新たな投資空間を発見され
た。またプロテスタントの台頭によって、一部の人間に
独占されていたラテン語と俗語の地位の逆転が起こっ
た。これは出版資本主義と呼ばれ、これが国民国家とい
うフィクションをつくりあげたと指摘する。 
 16世紀頃から家内制手工業から工場制手工業へと移り
変わり、そして産業革命はブルジョワジーとプロレタリ
アートという新たな階級の集団を生み出す。 
 そして現代はグローバリゼーションが支配する時代で
ある。これは 1975年のヴェトナム戦争の終結により物理
的な市場空間では利益をあげることができなくなったア
メリカが、金融空間を開発することで新しい投資先を発
見したことが原因である。1971年のニクソン・ショック
をこの事態を加速させた。 
 だが資本主義は一定数の集団が富めることを約束する
イデオロギーであり、地球規模での経済発展は望めず、
その結果国家の中で格差が広がることになる。つまり民
主主義の条件である中間層が分断される。ダニ・ロドリ
ックの著作『グローバリゼーション・パラドクス』では
1.グローバリゼーション、2.民主主義、3.国民国家のう
ち一つを制限する必要があるという。つまりグローバリ
ゼーションに代わるイデオロギーの必要に迫られてお
り、それに連動する建築の理論を構成する必要がある。 
(2)家族形態の変化 
 そもそもの前提として結婚とは食うという行為を保証
するための制度である。家族形態の変遷はこのことを意
識することで説明ができる。 
 古代の日本では男女平等の社会が存在し、結婚は非常
に自由な選択視として与えられていた。これは村落共同
体社会であったため、家族を超えた生活の基盤があり、
女性が男性に依存する必要にせまられなかったためであ
る。よって結婚の目的はこの共同体の一員になる子供を
作ることだった。 
 だが武家社会になると家父長制が浸透してくる。理由
としては戦争で勝ち抜くためには優秀な男性の血筋を残
す必要があり誰の子かということが重要視されるように
なった。よって一夫多妻制が浸透し始め、家長を中心と
した家という単位が確立される。戦のない江戸時代にも
この制度は一般的で、男性的な政治が確立すると、武士
以外の商人や農民にまでこの制度が、半ば押し付けられ
ながら浸透していくが必ずしも跡継ぎが長男になるわけ
ではなかった。 
 明治になると政府は家父長制度の規定を明治民法によ
り強めていく。家という単位のなかでは戸主権をもった
家長にあらゆる権限が与えられており、長男にその権限
の相続が認められていた。そして結婚の権限も家長に与
えられていた。そしてこの頃の家は主に自営業を中心と
しており、家族以外の人も住み込みで働いていた。経済
を回す単位が会社ではなく家にあった。 
 だが近代化が起こり、工場などが建設されると働く場
所が家から工場や会社に移っていった。これにより家を
相続できなかった次男や女性は生活の基盤を確立するこ
とができ、家という単位から自由になり、個人に結婚す
結婚という選択肢が与えられ、近代家族が成立した。近
代家族は家という単位から離れて成立し、職場が家から
会社へ移行するので、職住分離が起こる。だがまだ稼ぎ
は男性のほうが高かったため、女性が男性への経済的依
存を減らすことは実際難しく、性別による格差が生まれ
た。 
 現代では女性の経済力も上がり、その差は解消された
かにみえる。よって経済的な自立により結婚や家族形態
の多様化がみられるが、先ほど説明した通りグローバル
化は格差をまねき、単身暮らしを余儀なくされる人々が
増加しており、新しいコミュニティの発明が必要となっ
ている。また彼らを支える社会保障も整えねばなるま
い。 
 現在この家族を入れるハードウェアとしての建築は
1951年に吉永泰水が提案した 51C型のプランが標準とな
っている。これは nLDK型という性質をもち、核家族の収
容を想定して開発されてある。だが前述の通り家族の形
態は多様化しており、単身者や新しいコミュニティをい
れるハードウェアは開発されていない。アレグザンダー
の提示するパタンは家族内におけるコミュニティとプラ
イバシーを両立させるパタンが提示されたが、この論文
では単身者と新しい拡大家族を繋ぐパタンを発明する必
要がある。 
 
 
図 6 コンパクト建築設計資料集成＜住居＞、日本建築学
会編、丸善 
 
4 章 東京という都市 
(1) 東京の歴史 
陣内秀信が著作『東京の空間人類学』で指摘するように
東京の都市構造の変遷は武家地である山の手と商人の下
町という二つの軸から考察すると、クリアに理解するこ
とができる。またこの二つの歴史を覗いてみると、そこ
には様々な暮らし方が存在し、これらは現在の社会にお
いて見直す価値があると思われる。 
 
 
図 7 山の手と下町の歴史 
 
(2)中心と周縁 
東京は明治以降人口が増加し続け、それに合わせるよう
に都市は拡張されてき入れるための住宅で埋め尽くされ
た。この流れは 1923年の関東大震災以降に加速すること
になるが、この西側へのスプロールは 2つの異なる力学
の影響がみられる。民間鉄道会社による沿線開発であ
る。後者では田園調布や成城などの良好な住宅地が作ら
れたのに対して、前者では決して褒められたものではな
い乱開発が発生し、スプロール現象が起きた。前述した
帝都復興院による復興計画は主に城東地区などの東京の
中心部付近を計画対象としており、もともと生産緑地帯
であった市街地周辺部や拡幅された東京西側付近では基
盤整理がされないまま乱開発が頻発したため、未接道宅
地などを多く抱え、防災面などの環境から不安の残る住
宅地が広がり、現在では東京都がそこを木造住宅密集市
街地整備地域に指定している。だがこの場所は都心への
アクセスも良く、ヒューマンスケールな路地空間が残さ
れている。先ほどの江戸の路地でのコミュニティのこと
も考えると、住宅地としては良好な性格ももち合わせて
いる。この空間を保持したままこの問題を解決するアイ
デアはないのだろうか。 そしてこの論文でアレグザン
ダーのパタン・ランゲージ理論を用いて都市の近未来の
都市を描き出すのはこの周辺の木造密集市街地である。
先ほど述べたようにこの場所の不燃化を行いながら、コ
ミュニティを強めることができれば東京は中心の CBD地
区とその周辺のヒューマンスケールを保った都市という
二つの層によってできた世界でも特有の都市ができる。
中心の CBD地区が経済活動を支える 20世紀型の都市だと
すれば、周縁部は新しいイデオロギーに満たされた定常
型社会に対応する都市となる可能性がある。 
 
 
 
図 8 永松栄（2008年）『都市と東京の近代』,p199の図 
をもとに作成 
 
 
 
図 9 東京都目黒区武蔵小山の白黒図 
 
5章 現代都市東京のパタン・ランゲージ 
(1)パタン・ランゲージの概要 
 2章でみてきたアレグザンダーの理論は科学的に建築
を分解し、部分から建築や都市を考えるボトムアップの
視点とオープンで理解しやすいパタンの公開性は現在で
も有効な理論であり、3章以降でみてきた現在の状況
や、過去における様々な人々そ住まい方や日本特有の都
市と建築の関係から抽出したキーワードをもとにパタン
を作成した。グローバリゼーションに対抗する小さな循
環をもとにしたプログラムの配置や、核家族とは異なる
集団の中で生活するための建築形式や共有地の在り方、
内外を連続させた建築の構成を提示するためのパタンで
ある。これらのパタンはある程度分析的に抽出したが、
これらは心理学に基づいたすべての人間の人間に当ては
まる夢物語のような指針ではなく、過去から抽出した暮
らしの可能性を提示するためのものである。このパタン
は住民の議論によって上書きができる開かれたテクスト
である。差し替えたり上書きしたりすることができる。
言い換えるならば都市や建築の専門家は暮らし方の初期
設定値を定めるだけで、住民がその設定値をその都度話
し合いながら変更していくことができる。 
 
 
 
図 10 パタンの初期設定値 
 
 
 
図 11 パタンの設定値 1 
 
 
 
図 12 パタンの設定値 2 
 
(2)パタンのスケール 
また設計者はこれらのパタンに対してスケールを意識す
る必要がある。アレグザンダーは単純なスケールでパタ
ンを 3分類したが、それでは生産的ではない。この論文
では都市に関するパタンと建築に関するパタンの二つの
軸を意識しながらパタンを 4分類にすることを提唱す
る。都市に関係するパタンと、建築内部に現れるパタン
の差を意識してないことは都市への責任の放棄であり、
両者は並列には扱えない。都市は共有の資源でありそれ
に対応するパタンの初期設定はより慎重に行うべきであ
る。パタンのコンテンツは設計者が設定した後、更新さ
れていくものであるので、その内容は厳密な正確さは問
われないが、都市、そして建築内部のスケール分類の意
識は初期設定の段階からきちんと 
 
 
図 13 パタンのスケール分類 
 
 
 
図 14 パタン 4 小さな循環 
 
 
 
図 15 パタン 10ヴォイドインフラ 
 
 
 
図 16 パタン 34 木フレーム 
 
 
  
図 17 パタン 1から 18まで 
 
 
図 18 パタン 19から 36まで 
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